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にちなん　議会だより　第65号

議員定数２人減案を可決

　現在の議員定数は、平成30年の６月定例会において、議員定数を22人から３人減
員し、19人とする議員提出議案が賛成多数により可決され、翌年の平成31年の市議
会議員選挙から適用されて５年が経過いたしました。この間、本市の人口動態は想定を超えるスピー
ドで、社会動態、自然動態においても人口減少が進み、当時より約５千人減の４万６千人台へと突
入し、その対策が本市の最大の課題ともなっております。
　本市議会は、令和５年４月から第５期議員となりましたが、議員定数については、人口規模・財
政状況等に応じて定数の見直しを、引き続き協議・検討しており、現時点において、その考え方を
まとめることが、改めて必要な時期となってきました。
　また、令和５年に行われた市議会議員選挙では、市制開始以来、初めて無投票での改選となり、
各分野において課題となっている「担い手不足」が、本市議会でも現実なものとなりました。
　このような状況の中、本市議会では、議会改革推進特別委員会を設置し、議員定数の見直しを最
重要課題として取り組み、議員アンケートや研修会などを実施し、協議を重ねてまいりました。
　なお、この間、自治会連合会からの議員定数削減に関する要望書を受け、議会改革推進特別委員
会や議員間討議、議員全員協議会などで協議を行い、また、自治会連合会と全議員との意見交換会
を開催するなど、要望内容を広く検討してまいりました。
　また、令和６年10月から令和 7 年 1 月にかけて、市内９地区において議会報告会を開催し、広く
市民の皆様からの様々な意見を受けることもしてまいりました。
　こういった、議会改革推進特別委員会での協議、自治会連合会との意見交換会、議会報告会、そして、
議員全員での協議を踏まえ、様々な事項を総合的に判断した結果、次の一般選挙から、現在の議員
定数から２人減となる「17人」とすることが妥当との意見が多数を占めたため、今回の議員提出議
案を提出することとなりました。
　２人減とする根拠としては、一つに、県内外の類似都市と比較した場合、現在の議員定数でも突
出して多いという傾向は見られないけれども、過去５年間における人口減少は顕著であり、人口や
有権者数の推移、また面積や産業構造など、様々な面における比較から、現在の議員定数19人から
２人を減員することが妥当であること。二つに、大幅に定数減を行うと、市内９地区の多様化する
課題、住民の多様化する意見などが市政に反映されなくなる可能性があり、「議会として専門的視点
を持ち、厳しく審査し、議会としての役割を果たすために３つの委員会を堅持する」との観点からも、
現在の議員定数19人から２人を減員することが妥当であること。三つに、人口減少は進んでいるが、
財政規模はここ数年300億円を超えている状況でもあり、この現状から行政側のチェック機能の役
割を果たすには、大幅な定数減を行うのではなく、現在の議員定数19人から２人を減員することが
妥当であること。というものであります。
　また、最近の社会情勢を見てみますと、留まることがない物価高騰や人口減少が、今後も続いて
いくものと予測されております。このような中、議会の役割はさらに大きくなっていくものと思われ、
そのような状況での議員定数削減は、大変厳しいものであると考えております。
　しかしながら、日南市議会基本条例第21条第１項には、「市民の負託機関である議会の議員定数の
改正に当たっては、行財政改革の視点及び市政の現状と課題並びに将来の予測と展望を考慮するも
の」と定められており、将来の日南市を見据え、議会が率先して行財政改革に取り組むことが、市
民に身近な議会となるものと考えております。

提案理由
議案提出者 中尾 貞美 
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定数「19人」から「17人」へ定数「19人」から「17人」へ
次回の一般選挙より適用

鈴村 かずえ 

反 対 討 論反 対 討 論賛 成 討 論賛 成 討 論

柿原 聡子

　令和5年の統一地方選挙が無投票であったこ
とから、今後議会は何をなすべきか積極的に検
討し、議会改革推進特別委員会で最重要検討
項目として次期選挙を考慮し、2年間で結論を
出すことを目標に議論してきた。令和5年12月
に行った議員意識調査では、それぞれに考えが
違い各会派から選出された委員が会派に持ち帰
り調整を重ねてきた。
　また、自治会からの削減要望後は全議員で協
議し、記名投票を行い2人減が多数となった。
　議会改革推進特別委員会の一人として議論
を重ね、いかに意見を合わせて削減を実現させ
るかに苦慮した一人として、これ以上の議論の
先延ばしは次期選挙までに１人の削減も見えな
いと思う点から、今回の議員定数条例の一部を
改正する条例に賛成する。

　県内各市の人口と議員定数の比較や、県内
各市の有権者数と議員定数の比較などから、2
減の数字が妥当だと判断されたが、そもそも他
市と比較する必要はないし、私利私欲ではなく
本当に市民のため、日南市の発展のために考え
動ける議員であれば、人数は少なくても構わな
い。
　また、行政側のチェック機能を果たすために
は、現状の3委員会を堅持するのが妥当だと判
断されたが、３つの委員会を2つにし、1 つの委
員会の人数を増やせば良いだけである。よりたく
さんの事業をチェックできる方が、議員の仕事と
しては相応しいのではないか。 以上の考えから、
議員定数はもっと減らしても良い。つまり、削減
数は2減ではなく3減が妥当であると考える。

　※議長は採決に加わりません。（ ◯＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　議＝議長 ）
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定
例
会
、
臨
時
会
の
会
期
及
び
会
期

日
程
等
に
関
す
る
事
項
、
議
会
の
会
議

規
則
及
び
委
員
会
条
例
、
そ
の
他
規
程

等
に
関
す
る
事
項
、
議
長
の
諮
問
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
、
審
議
及
び
調
査
、

研
究
を
行
い
ま
す
。

委
員
長
　
　
　
影
山
　
逸
郎
　
　

副
委
員
長
　
　
黒
部
　
俊
泰
　
　

 

委
員
　
　
　
　
北
山
　
み
ゆ
き
　

小
玉
　
弘
明
　
　

山
田
　
　
一
　
　

富
土
　
洋
一
　
　

北
川
　
浩
一
郎
　

小
玉
　
弘
明
　
　

平
　
　
剛
典
　
　

谷
口
　
慎
二
　
　

坂
元
　
啓
一
　
　

安
竹
　
　
博
　
　

柿
原
　
聡
子
　
　

新しい正副議長、常任委員会等を決定!

議
長
・
副
議
長
あ
い
さ
つ

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
本
市
に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
や
若
者
の
流
出
に
よ
る
人
口
減
少
問
題
、
物
価
高
騰
対
策
や
頻
発

化
す
る
大
規
模
な
自
然
災
害
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
生
活
基
盤
の
維
持
が
困
難
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
大
変
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
や
脱
炭
素
社
会
な
ど
、
新
し
い
社
会
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
私
た
ち
の

生
活
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、二
元
代
表
制
の
一
役
を
担
う
べ
く
、市
民
の
皆
様
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
会
話
と
議
論
を
重
ね
、市
政
の
発
展
は
も
と
よ
り
、皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

安
心
・
安
全
に
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
て
い
け
る
日
南
市
を
実
現
す
る
た
め
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
日
南
市
議
会
の
情
報
を
広
く
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理

解
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
　
長

副
議
長

北川 浩一郎

川口 和也

議
会
運
営
委
員
会

議
会
選
出
監
査
委
員

日
南
串
間
広
域
不
燃
物

処
理
組
合
議
会
議
員
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日南市内９地区において

を開催しました！ 「議会報告会」「議会報告会」
　市民の声を市政に反映させることを目的とした議会報告会を10月9日から1月27日までの間に昨年
度同様全９地区で開催し、総数延べ133人の市民のみなさまの参加をいただきました。
　今年度は、10月末以降の開催を大雨の影響により延期したこともあったためか、昨年度に比べ参
加者は、若干減少しました。
　報告会では、議員による「議会活動報告」及び「各地区に関する設定テーマ説明」を行った後、
市民のみなさまと意見交換会を行いました。意見交換では、市民のみなさまから人口減少や子育て
支援策等さまざまな課題や市議会への要望など、貴重なご意見、ご要望をいただき、改めて議会と
しての広聴活動の重要性を認識したところです。
　市民のみなさまからいただいたご意見等は、議会で議論を重ね、市への政策提言につなげてまい
りたいと考えております。

いただいたご意見(アンケートより一部抜粋)
●要望等理解していただいたと思います。市議
　会のガンバリを期待します。
●県の地域猫事業へのご協力をお願いします。
　野良猫の問題は、市民の困り事の一つです。
●具体的に市民が生活の中で課題としているこ
　とについての話し合いができると良いのでは。
●地球温暖化によって起きる突然の集中豪雨に
　よる洪水等の災害による被害への助成をお願
　いしたい。
●ＰＲ不足。参加者が少なくて残念。
●議会報告会に参加して議員の方々が努力され
　ていると思いました。今後も日南市民のため
　に頑張ってください。
●議会の立場から質疑への回答が難しいと思い
　ますが、市民の意見は様々ですので、それを
　参考にされて、当局と力を合わせて日南市を
　発展させていただきたいです。

総 括
　今回参加いただいた市民のみなさまから市政
に対する熱いご意見を多数いただき、市政への
期待は高いものと確信したところです。
　今後、さらに市民のみなさまが市政に関心を
持ち、関わりをもっていく環境をつくっていく
ためには、われわれ議会は、常に市民目線で、
多くのご意見に耳を傾けながら、それらの声を
目に見える形にする政策提言を市に行っていく
ことが、市政の発展及び市民の福祉向上につな
がっていくものと考えます。
　本年度の「市民と語る日南市議会」全体にお
ける反省や市民のみなさまからのご意見等を精
査し、更なる改善及び見直しに努め、来年度も
幅広い意見が聴けるよう、鋭意努力してまいり
ます。
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令
和
６
年
度
に
お
け
る
、
各
特
別
委

員
会
活
動
の
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

 

本
特
別
委
員
会
は
、
令
和
５
年
第
４

回
定
例
会
に
お
い
て
、
本
市
議
会
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
信
託

に
応
え
る
開
か
れ
た
議
会
形
成
に
向
け

た
議
会
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
７
人
の
委
員
を
も
っ
て
設
置

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
令
和
６
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

定
例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
日

南
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

に
向
け
た
「
議
員
定
数
の
見
直
し
に
つ

い
て
」
を
最
重
要
検
討
項
目
と
し
て
協

議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。  

　
２
月
27
日
の
議
員
提
出
議
案
の
提
案

理
由
説
明
で
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

全
国
的
に
も
人
口
減
少
や
各
分
野
に
お

け
る
担
い
手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
に

お
い
て
は
令
和
５
年
に
行
わ
れ
た
市
議

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
中
間
報
告（
抜
粋
）
会
議
員
選
挙
が
、
定
数
19
人
に
対
し
て
、

立
候
補
者
が
19
人
と
な
り
、
市
制
開
始

以
来
、初
め
て
無
投
票
で
の
改
選
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
議
会
と
し
て
何
を
成
す

べ
き
か
を
積
極
的
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
特
別
委
員
会
に

お
い
て
は
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
や
研
修
会
、

議
員
間
討
議
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
本
特
別
委
員
会
内
で
の
議
論
に

と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
全
議
員
で
の
意

見
交
換
や
討
議
を
積
極
的
に
行
い
、
議

会
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に

必
要
な
議
員
定
数
を
検
討
し
、
議
論
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
特
別
委
員
会
に
お
い
て
は
、
そ
の

ほ
か
に
も「
議
会
組
織
」や「
議
会
運
営
」

に
関
し
て
、
検
討
中
の
項
目
が
多
く
あ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
テ
ー
マ
で

あ
る
「
市
民
の
信
託
に
応
え
る
開
か
れ

た
議
会
形
成
」
を
目
指
し
、
今
後
も
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
さ
ら
な
る
議
会

改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
以
上
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
が
、
本

特
別
委
員
会
の
活
動
は
、
全
議
員
の
参

画
な
し
に
は
な
り
え
ま
せ
ん
。
皆
様
の

よ
り
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
の
中
間
報

告
と
い
た
し
ま
す
。

　
本
特
別
委
員
会
は
、
令
和
５
年
第
４

回
定
例
会
に
お
い
て
、
東
九
州
自
動
車

道
、
国
道
２
２
０
号
な
ど
の
主
要
道
路

網
や
油
津
港
を
は
じ
め
と
す
る
総
合
交

通
網
の
整
備
促
進
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の

イ
ン
フ
ラ
を
活
か
し
た
産
業
振
興
・
雇

用
創
出
に
関
す
る
諸
問
題
に
対
処
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、７
人
の
委
員
を
も
っ

て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
本
年
度
は
、
昨
年
度
と
同
様
に
、
本

委
員
会
の
設
置
目
的
で
あ
る
、
本
市
に

お
け
る
総
合
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
、

国
県
等
の
関
係
機
関
に
対
す
る
要
望
活

動
や
、
関
係
機
関
と
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
要
望
活
動
は
、『
東
九
州
自
動
車
道
の

早
期
整
備
』、『「
命
の
道
」
国
道 

２
２

０
号
防
災
対
策
の
早
期
整
備
及
び
同
国

道
の
直
轄
管
理
の
継
続
』、 『
重
要
港
湾

油
津
港
の
整
備
』
の
３
項
目
に
つ
い
て
、

総
合
交
通・産
業
活
性
化
対
策

特
別
委
員
会

８
月
と
11
月
に
県
を
は
じ
め
、
宮
崎
河

川
国
道
事
務
所
、
宮
崎
港
湾
・
空
港
整

備
事
務
所
、
九
州
地
方
整
備
局
、
国
土

交
通
省
、
県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
て
、

本
市
に
お
け
る
各
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
必

要
性
や
事
業
効
果
を
訴
え
、
早
期
完
成

や
整
備
促
進
等
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。 

　
要
望
事
項
に
お
け
る
現
在
ま
で
の
整

備
等
の
動
き
に
つ
い
て
、
個
別
に
報
告

申
し
上
げ
ま
す
と
、
ま
ず
、
東
九
州
自

動
車
道
に
お
い
て
は
、
令
和
５
年
３
月

25
日
に
、
長
年
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た

「
清
武
南
〜
日
南
北
郷
間
」
が
開
通
し
、 

同
年
10
月
に
は
「
油
津
〜
南
郷
間
」
及

び
「
奈
留
〜
夏
井
間
」
も
着
工
し
、現
在
、

着
実
に
工
事
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
４
月

１
日
に
東
九
州
自
動
車
道
最
後
の
未
事

業
化
区
間
で
あ
り
ま
し
た
「
南
郷
〜
奈

留
間
」
に
つ
い
て
も
新
規
事
業
化
が
決

定
し
、
全
線
開
通
に
向
け
、
大
き
く
前

進
し
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
今
後
も
引
き
続
き
、
一
日
も
早
い
全

線
開
通
に
向
け
て
積
極
的
に
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
が
、
同
時
に
既
に
開
通
し

て
い
る
区
間
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
中
区
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間
、
ま
た
、
全
線
開
通
後
に
高
速
道
路

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
べ
き
か 

が
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
本
委

員
会
で
も
様
々
な
方
面
に
お
い
て
調
査

研
究
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
次
に
、
国
道
２
２
０
号
に
お
い
て
は
、

重
要
港
湾
や
宮
崎
空
港
を
結
ぶ
重
要
な

道
路
で
あ
る
と
同
時
に
、
沿
線
住
民
の

生
活
を
支
え
る
「
命
の
道
」
と
し
て
も

大
変
重
要
な
道
路
で
あ
り
、
平
成
31
年

４
月
に
は
、
国
土
交
通
省
よ
り
「
重
要

物
流
道
路
」
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、

引
き
続
き
、
国
の
直
轄
管
理
が
継
続
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
や
生
活
を
持

続
的
に
支
え
る
た
め
の
機
能
強
化
や
重

点
支
援
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ

り
ま
す
。 

　
昨
年
12
月
13
日
に
、
国
道
２
２
０
号

内
海
ト
ン
ネ
ル
新
設
工
事
の
安
全
祈
願

祭
が
行
わ
れ
、
日
南
防
災
（
北
区
間
）

の
完
成
に
さ
ら
に
一
歩
近
づ
き
ま
し
た

が
、
昨
年
８
月
に
は
地
震
に
よ
り
巨
大

な
落
石
が
発
生
し
、
一
時
全
面
通
行
止

め
と
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
災

害
に
よ
り
通
行
で
き
な
い
事
態
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
等
の
大
規
模
災
害
時
に

も「
命
の
道
」と
し
て
機
能
で
き
る
よ
う
、

（
北
区
間
）「
内
海
〜
富
土
間
」
含
め
、（
南

区
間
）「
宮
浦
〜
鵜
戸
間
」
の
早
期
完
成

と
（
南
区
間
）「
鵜
戸
〜
風
田
間
」
の
早

期
事
業
化
が
待
ち
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
油
津
港
に
お
い
て
は
、
東
九

州
自
動
車
道
「
清
武
南
〜
日
南
北
郷
間
」

の
開
通
に
よ
る
貿
易
貨
物
等
の
増
加
や
、

ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
に
よ
る
交
流
人
口

の
増
加
な
ど
が
期
待
さ
れ
、
地
元
経
済

は
も
と
よ
り
、
県
南
、
県
央
地
域
に
お

い
て
も
、
大
変
重
要
な
港
で
あ
り
ま
す
。 

　
今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
効
果
を
よ
り

高
め
る
た
め
に
も
、
現
在
事
業
中
の
第

10
岸
壁
の
延
伸
工
事
、
ま
た
、
油
津
港

港
湾
計
画
に
沿
っ
た
、
油
津
港
全
体
の

早
期
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
国
県
、

企
業
な
ど
と
連
携
し
、
安
定
し
た
予
算

確
保
に
向
け
て
積
極
的
な
取
組
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
次
に
、
産
業
活
性
化
に
お
い
て
は
、

昨
年
12
月
に
日
南
土
木
事
務
所
及
び
油

津
港
湾
事
務
所
と
、
道
路
・
河
川
改
修

事
業
や
、
港
湾
・
漁
港
整
備
事
業
等
、

県
が
実
施
す
る
公
共
事
業
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
会
を
、
今
年
１
月
に
は
南
那

珂
農
林
振
興
局
及
び
日
南
市
と
、
南
那

珂
農
林
水
産
業
の
活
性
化
に
向
け
て
県

が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
会
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
、
県

事
業
と
円
滑
な
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

多
岐
に
わ
た
る
意
見
交
換
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。 

　
ま
た
、
先
進
的
な
取
組
に
対
す
る
調

査
・
研
究
と
し
て
、
徳
島
県
に
あ
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
並
び
に
阿

佐
海
岸
鉄
道
株
式
会
社
を
訪
問
い
た
し

ま
し
た
。 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
で
は
、

人
口
減
少
の
現
状
を
受
け
入
れ
、
若
者

や
創
造
的
な
人
材
の
誘
致
に
よ
り
、
第

一
次
産
業
の
み
に
頼
ら
な
い
持
続
可
能

な
地
域
を
目
指
す
取
組
「
創
造
的
過
疎
」

に
つ
い
て
を
、
阿
佐
海
岸
鉄
道
株
式
会

社
で
は
、
線
路
と
道
路
を
自
在
に
走
行

で
き
る
乗
り
物 「
Ｄ
Ｍ
Ｖ
」 

を 

そ
れ
ぞ

れ
視
察
し
、
経
緯
、
取
組
実
績
、
各
種

問
題
点
や
改
善
事
項
な
ど
伺
い
ま
し
た
。 

　
人
口
規
模
の
違
い
、
環
境
の
違
い
な

ど
多
々
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
地
元
産

業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
組
や
先
進

事
例
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

　
以
上
が
本
特
別
委
員
会
の
今
年
度
の

主
な
活
動
で
あ
り
ま
す
。 

　
本
特
別
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
本

市
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
も
と
よ
り
、
こ

れ
ら
を
活
か
し
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
水
産
業
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
産

業
振
興
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
今

後
も
積
極
的
に
要
望
活
動
等
に
取
り
組

み
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
市
当
局
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
本
市
の
活
性
化
、
地
域
振
興
の

た
め
に
、
今
ま
で
以
上
に
努
力
し
て
ま

い
る
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
本
特

別
委
員
会
の
中
間
報
告
と
い
た
し
ま
す
。県選出国会議員への要望活動  
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一般会計予算などを可決!一般会計予算などを可決!

第２回定例会開催

令和７年度 令和７年度 

〈
一
般
会
計
補
正
予
算
の
概
要
〉

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の

補
正
額
は
22
億
９
０
０
８
万
４
千
円
で
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
３
８
４
億
２
９

５
０
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◇
南
郷
大
島
魅
力
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
事
業

【
４
億
円
】

　
南
郷
大
島
に
お
い
て
、
市
外
か
ら
の

来
訪
者
の
獲
得
や
市
内
の
他
の
観
光
拠

点
と
の
連
携
に
よ
る
観
光
消
費
額
の
向

上
、
働
く
場
の
創
出
等
を
目
的
に
行
う

観
光
交
流
拠
点
施
設
の
整
備
に
対
し
て

助
成
を
行
う
経
費
で
す
。

・
事
業
主
体　
株
式
会
社
レ
ジ
ャ
ー
ク

リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

・
事
業
内
容　
ヴ
ィ
ラ
（
宿
泊
施
設
）

７
棟
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

施
設
等

◇
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業

【
12
億
１
６
５
万
４
千
円
】

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
本
年
度
見

込
み
が
当
初
予
算
よ
り
上
回
る
こ
と
に

よ
り
、
返
礼
品
等
の
関
係
経
費
の
追
加

を
行
う
経
費
で
す
。

　
令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
は
、
令
和

７
年
２
月
20
日
か
ら
３
月
21
日
ま
で
の

30
日
間
開
催
さ
れ
、
令
和
６
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
及
び
令
和
７
年
度
一
般

会
計
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
市
長
提
出

議
案
な
ど
、
あ
わ
せ
て
56
件
を
審
議
し

ま
し
た
。

　
審
議
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、20
ペ
ー

ジ
の
「
審
議
結
果
一
覧
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
「
日
南
市
重
点
戦
略
プ
ラ
ン
」
は
、
本

市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
等
に
対

応
し
、
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
当
た
り
、

市
政
運
営
の
指
針
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
現
在
の
計
画
期
間
が
本
年
度
ま
で
と

な
る
た
め
、
本
定
例
会
に
お
い
て
、
令

和
７
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
の
５

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
日
南
市
重

点
戦
略
プ
ラ
ン
２
０
２
５
」
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
議
長
を
除
く
全
議
員
17

人
で
構
成
す
る
「
日
南
市
重
点
戦
略
プ

ラ
ン
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

２
月
25
日
に
、
関
係
部
課
長
に
説
明
を

求
め
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
『
全
員
賛
成
』
で
可
決

し
ま
し
た
。

日
南
市
重
点
戦
略
プ
ラ
ン

令
和
６
年
度
関
連
議
案

令
和
７
年
度
関
連
議
案

〈
当
初
予
算
の
概
要
〉

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

人
口
減
少
対
策
の
強
化
、
危
機
管
理
対

策
の
強
化
、
魅
力
あ
る
持
続
可
能
な
ま

ち
の
実
現
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

推
進
、
ス
マ
ー
ト
自
治
体
の
推
進
と
い

う
施
策
構
築
に
当
た
っ
て
の
５
つ
の
視

点
を
基
本
に
、
重
点
的
な
施
策
を
推
進

す
る
た
め
の
取
組
に
加
え
、
南
郷
町
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
新
設
な
ど
の
計
上
に

よ
り
、
予
算
額
は
３
６
６
億
３
千
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
税
に
お

い
て
、
市
民
税
が
前
年
度
比
３
・
２
％

増
の
22
億
３
５
２
５
万
円
、
固
定
資
産

税
が
前
年
度
比
０
・
２
％
増
の
27
億
９

９
７
２
万
８
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
市

税
全
体
で
は
、
前
年
度
比
１
・
３
％
増

の
56
億
４
７
３
７
万
９
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
機
能
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
・
デ
ジ
タ
ル
無
線
総

合
整
備
事
業
な
ど
の
増
に
よ
り
、
投
資

的
経
費
は
前
年
度
比
７
４
・
４
％
増
の

60
億
６
６
５
９
万
３
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
各
事
業
の
審
査
状
況
は
、
10
ペ
ー
ジ

以
降
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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用語解説
：

：

：

：

：
：

地 方 交 付 税

市 　 　 　 債

公 　 債 　 費

普通建設事業費

物 　 件 　 費
繰 出 金

地方公共団体の財政の偏りを調整する目
的で、国が交付するお金。
大規模な事業を行うときなど、国や金融
機関などから借り入れるお金。
市が、国や金融機関などから借りたお金
を返す経費。
通路や学校などの公共公用施設の新・増
築などの建設にかかる経費。
旅費や消耗品費、委託料など。
一般会計と特別会計、または、特別会計
の相互間において支出される経費。

市で集めた財源
38.0％

自主財源

社会資本の整備に
要する経費
16.6％

投資的経費

　　　　　    依　　存　　財　　
源

歳  入

歳  出

　
　
   
  自
　
主
　
財

　源

一般会計予算 366億3千万円

　
　
　

費
　
経
　的　務 

義
投資的経費

支出が義務付け
られた経費
39.4％

義務的経費

国・県からの収入・
借入金などの財源
62.0％

依存財源

地方交付税
９3億円

地方消費税交付金
12億円

その他
74億9162万円

諸収入
7億8873万円

市税
56億4738万円

その他
31億9053万円

繰出金
29億2268万円

補助費等
39億7402万円

物件費
60億2766万円

災害復旧事業
4億8500万円

普通建設事業
55億8159万円

公債費
26億8619万円

扶助費
72億247万円

人件費
45億5985万円

その他
5億2706万円

市債
35億5940万円

国庫・県支出金
81億1582万円

基金積立残高の推移

87億
4810万円

93億
6819万円

96億
6237万円

98億
9507万円

R3 R4 R5 R6(見込み)

96億
6355万円

R7(見込み)

１．人口減少対策の強化　２．危機管理対策の強化　
３．魅力ある持続可能なまちの実現　４．ゼロカーボンシティの推進
５．スマート自治体の推進

１．人口減少対策の強化　２．危機管理対策の強化　
３．魅力ある持続可能なまちの実現　４．ゼロカーボンシティの推進
５．スマート自治体の推進

５つの視点に基づき、
行財政資源を配分した令和7年度予算
５つの視点に基づき、
行財政資源を配分した令和7年度予算
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【
審
査
の
内
容
】

問
変
化
す
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
。

答
地
図
情
報
の
改
良
で
、
よ
り
早
い
災

害
地
点
の
特
定
が
可
能
に
な
る
。
ま
た

モ
バ
イ
ル
型
指
令
端
末
機
の
導
入
に
よ

り
、
移
動
し
て
も
指
令
機
能
の
継
続
が

で
き
る
。

◇
消
防
施
設
器
材
整
備
事
業

【
４
５
８
８
万
２
千
円
】

　
消
防
施
設
・
水
利
の
整
備
、
車
両
の

更
新
に
要
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
新
規
で
購
入
予
定
の
水
中
ド
ロ
ー
ン

２
セ
ッ
ト
は
、
ど
の
よ
う
な
場
で
使
用

す
る
の
か
。

答
水
難
救
助
の
際
に
行
方
不
明
者
の
捜

索
に
使
用
す
る
。
ま
ず
、
水
中
ド
ロ
ー

ン
を
水
の
中
に
入
れ
、
状
況
を
確
認
す

る
こ
と
で
、
安
全
に
確
実
に
救
助
に
あ

た
る
こ
と
が
で
き
る
。

◇
歴
史
資
料
館
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン

　
タ
ー
）
整
備
事
業
（
油
津
文
化
遺
産
）

【
４
億
４
０
０
０
万
円
】

　
油
津
別
館
を
改
修
し
、
地
域
の
歴
史

文
化
や
ま
ち
の
回
遊
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
拠
点
施
設
整
備
の
た
め
の
経
費

で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
物
価
高
騰
等
の
影
響
が
あ
り
、
工
事

費
が
増
え
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
予
算

内
で
で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

答
地
震
の
影
響
に
よ
り
修
繕
が
必
要
な

こ
と
及
び
物
価
高
騰
、
人
件
費
の
増
等

に
よ
り
、
工
事
費
が
増
え
る
見
込
み
が

考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
工
事
費
用
を
で

き
る
だ
け
抑
え
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

面
か
ら
検
討
し
て
い
る
。

◇
防
災
行
政
無
線
管
理
費
事
業

【
２
３
５
２
万
５
千
円
】

　
市
内
に
設
置
し
て
い
る
防
災
行
政
無

線
の
維
持
管
理
に
要
す
る
た
め
の
経
費

で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
事
業
費
が
昨
年
度
に
比
べ
、
７
５
７

万
円
増
加
し
て
い
る
理
由
は
。

答
防
災
行
政
無
線
機
器
が
５
年
経
過
し

た
こ
と
に
よ
り
、
更
新
が
必
要
な
た
め

　
総
合
政
策
部
、
市
民
生
活
部
（
北
郷

町
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
及
び
南
郷
町
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
を
除
く
。）
会
計
課
、

消
防
本
部
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査

委
員
、
公
平
委
員
会
及
び
議
会
事
務
局

の
所
管
に
属
す
る
事
項
、
北
郷
町
地
域

振
興
セ
ン
タ
ー
及
び
南
郷
町
地
域
振
興

セ
ン
タ
ー
所
管
に
属
す
る
事
項
の
う
ち

右
記
に
準
ず
る
所
管
に
属
す
る
事
項
、

他
の
常
任
委
員
会
に
属
さ
な
い
事
項
を

審
査
し
ま
す
。

委
員
長
　
　
　
小
玉
　
弘
明
　
　

副
委
員
長
　
　
前
田
　
幸
雄
　
　

委
員
　
　
　
　
影
山
　
逸
郎
　
　

鈴
村   

か
ず
え
　

坂
元
　
啓
一
　
　

北
川   

浩
一
郎
　

総
務
市
民
委
員
会
の
審
査
概
要

そ
れ
に
係
る
費
用
分
が
増
加
し
て
い
る
。

◇
エ
リ
ア
９
強
化
事
業【

１
３
５
０
万
円
】

　
地
域
連
携
組
織
が
地
域
の
課
題
解
決

や
地
域
住
民
の
交
流
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

再
生
等
に
自
主
的
に
取
り
組
む
事
業
の

支
援
を
行
う
た
め
の
経
費
で
す
。

◇
防
犯
灯
維
持
管
理
事
業

【
２
７
８
万
８
千
円
】

　
市
管
理
防
犯
灯
の
設
置
及
び
維
持
管

理
に
要
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
市
が
管
理
し
て
い
る
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
の
割
合
は
。

答
令
和
７
年
２
月
現
在
で
、
市
が
管
理

す
る
防
犯
灯
４
１
４
９
灯
の
う
ち
３
５

５
１
灯
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
て
い
る
。
割

合
は
、
85
・
59
％
で
あ
る
。
今
後
も
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い
く
。

◇
戸
籍
振
り
仮
名
事
業

【
１
６
８
８
万
６
千
円
】

　
全
戸
籍
の
氏
・
名
に
振
り
仮
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）
を
記
載
す
る
業
務
に
要
す
る

た
め
の
経
費
で
す
。

◇
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
・
デ
ジ

　
タ
ル
無
線
総
合
整
備
事
業

【
５
億
４
０
０
３
万
円
】

　
消
防
施
設
整
備
の
た
め
の
経
費
で
す
。

総
務
市
民
委
員
会

新規購入予定の水中ドローン
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文
教
厚
生
委
員
会

　
健
康
福
祉
部
、
教
育
委
員
会
及
び
中

部
病
院
の
所
管
に
関
す
る
事
項
、
北
郷

町
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
及
び
南
郷
町
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
管
に
属
す
る
事
項

の
う
ち
右
記
に
準
ず
る
所
管
に
属
す
る

事
項
を
審
査
し
ま
す
。

委
員
長
　
　
　
平
　
　
剛
典
　
　

副
委
員
長
　
　
北
山
　
み
ゆ
き
　

委
員
　
　
　
　
黒
部
　
俊
泰
　
　

安
竹
　
　
博
　
　

中
尾
　
貞
美
　
　

井
福
　
秀
子
　
　

◇
放
課
後
児
童
対
策
事
業

【
２
億
９
１
０
万
４
千
円
】

　
学
校
の
放
課
後
、
保
護
者
が
就
労
等

で
面
倒
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
小
学

校
１
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象
に
実
施

す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
行

う
事
業
に
要
す
る
経
費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
令
和
６
年
度
の
待
機
児
童
は
何
人
か
。

答
54
人
で
、
４
年
生
以
上
で
あ
っ
た
。

問
こ
の
事
業
で
、
待
機
児
童
の
解
消
に

つ
な
が
る
の
か
。

答
南
郷
地
区
は
、
立
正
幼
稚
園
に
受
け

入
れ
を
調
整
中
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、

週
３
回
の
受
け
入
れ
の
予
定
で
あ
る
が
、

夏
休
み
に
給
食
の
提
供
を
し
て
い
た
だ

け
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
今
後
、
利

用
者
の
増
に
つ
な
が
り
、
待
機
児
童
の

解
消
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

◇
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

【
７
７
６
万
円
】

　
地
域
住
民
の
複
雑
・
複
合
化
し
た
支

援
ニ
ー
ズ
を
包
括
的
に
支
援
す
る
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
移
行
準
備
の

た
め
の
経
費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
相
談
体
制
を
前
倒
し
て
開
始
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ

文
教
厚
生
委
員
会
の
審
査
概
要

う
な
体
制
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
他
市
で
経
験
を
積
ん
だ
社
会
福
祉
士

と
精
神
福
祉
士
の
資
格
を
も
つ
職
員
が

対
応
し
て
い
る
。
今
後
、
相
談
が
増
加
、

複
雑
化
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
体
制
の

見
直
し
を
検
討
す
る
。

◇
認
知
症
初
期
集
中
支
援
事
業

【
１
３
０
０
万
円
】

　
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
中

部
病
院
内
に
設
置
し
、
認
知
症
が
疑
わ

れ
る
人
や
認
知
症
の
人
及
び
そ
の
家
庭

を
訪
問
し
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
家
族
支

援
な
ど
の
初
期
の
支
援
を
包
括
的
、
集

中
的
に
行
う
た
め
の
経
費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
来
院
者
数
は
。

答
新
患
が
月
５
人
。
再
診
が
、
月
30
人

と
見
込
ん
で
い
る
。
新
患
は
、
月
５
人

く
ら
い
し
か
と
れ
ず
、待
ち
の
状
態
。今
、

新
患
で
予
約
す
る
と
、
受
診
可
能
な
の

は
、
７
月
。
大
学
病
院
と
、
診
察
回
数

を
増
や
す
相
談
を
し
て
い
る
が
、
大
学

病
院
側
も
人
員
的
に
厳
し
く
、
こ
れ
以

上
増
や
せ
な
い
。
認
知
症
が
進
ん
で
い

る
患
者
を
専
門
の
病
院
で
診
て
も
ら
う

よ
う
な
取
組
も
検
討
し
て
い
る
。

◇
予
防
接
種
事
業【

１
億
５
３
１
３
万
円
】

　
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
実
施
す
る
高

齢
者
の
予
防
接
種
に
要
す
る
経
費
で
す
。

①
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ　
②
新
型
コ

ロ
ナ　
③
肺
炎
球
菌　
④
帯
状
疱
疹

対
象
者
：
65
歳
以
上
の
方
。
60
歳
か
ら

64
歳
の
方
で
、基
礎
疾
患
の
状
況
に
よ
っ

て
は
対
象
と
な
る
場
合
あ
り
。
さ
ら
に
、

④
は
、
５
年
間
の
経
過
措
置
と
し
て
、

70
歳
か
ら
１
０
０
歳
ま
で
の
５
歳
年
齢

ご
と
の
方
。

【
審
査
の
内
容
】

問
新
規
の
帯
状
疱
疹
の
接
種
予
定
者
数

の
見
込
み
人
数
と
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
は
。

答
対
象
者
は
、
５
０
０
人
と
見
込
ん
で

い
る
。
生
ワ
ク
チ
ン
、
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
の
２
種
類
で
あ
る
。

◇
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
事
業

【
１
５
２
３
万
５
千
円
】

　
令
和
９
年
度
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

開
催
に
向
け
体
制
強
化
及
び
実
行
委
員

会
の
運
営
等
の
た
め
の
経
費
で
す
。

日南市で開催される競技一覧

種 目 競 技名 種 別

正式競技

特別競技

公開競技
障スポ

セーリング
バレーボール
レスリング

綱引き
バレーボール

高等学校
野球

全種別
青年男子
全種別
硬式
軟式
全種別
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産
業
経
済
部
、
建
設
部
、
水
道
局
及

び
農
業
委
員
会
の
所
管
に
関
す
る
事
項
、

北
郷
町
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
及
び
南
郷

町
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
管
に
属
す
る

事
項
の
う
ち
右
記
に
準
ず
る
所
管
に
属

す
る
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

委
員
長
　
　
　
谷
口
　
慎
二
　
　

副
委
員
長
　
　
柿
原
　
聡
子
　
　

委
員
　
　
　
　
富
土
　
洋
一
　
　

川
口
　
和
也
　
　

山
田
　
　
一
　
　

濱
中
　
武
紀
　
　

産
業
建
設
委
員
会
の
審
査
概
要

産
業
建
設
委
員
会

◇
木
造
住
宅
耐
震
化
普
及
促
進
事
業

【
４
５
３
万
６
千
円
】

　
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た

既
存
戸
建
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改

修
に
対
す
る
助
成
経
費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
戸
数
に
つ
い
て
は
予
算
的
に
限
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。
ま
た
、
こ
れ

以
上
の
申
請
が
あ
る
場
合
は
ど
う
す
る

の
か
。

答
当
初
予
算
と
し
て
計
上
し
た
戸
数
で

あ
る
。
そ
れ
以
上
の
申
請
が
あ
る
場
合

は
、
補
正
で
予
算
を
組
む
こ
と
に
な
る
。

◇
北
郷
温
泉
施
設
管
理
費

【
６
１
７
７
万
４
千
円
】

　
北
郷
温
泉
施
設
の
管
理
運
営
に
係
る

経
費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
２
階
の
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

答
２
階
に
つ
い
て
は
、
活
用
が
で
き
ず
、

入
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

消
防
法
と
建
築
基
準
法
の
関
係
で
、
２

階
は
活
用
し
な
い
と
最
初
の
段
階
で
決

定
し
て
い
る
。

問
２
階
は
消
防
法
に
適
し
て
い
な
い
部

分
が
あ
っ
て
使
え
な
い
の
か
、
そ
れ
と

も
、
消
防
に
申
請
し
て
い
な
い
か
ら
使

え
な
い
の
か
、
ど
ち
ら
な
の
か
問
う
。

答
２
階
は
消
防
法
に
適
し
て
い
な
い
か

ら
使
え
な
い
。

◇
種
子
島
周
辺
漁
業
対
策
事
業

【
５
５
６
６
万
円
】

　
種
子
島
周
辺
漁
業
対
策
事
業
を
活
用

し
、
日
南
市
漁
協
水
揚
げ
荷
捌
施
設
等

及
び
、
南
郷
漁
協
販
売
施
設
等
の
整
備

に
対
す
る
支
援
を
す
る
た
め
の
経
費
で

す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
国
庫
で
は
な
く
県
か
ら
の
補
助
金
と

い
う
考
え
で
良
い
か
。

答
県
を
通
じ
て
入
る
補
助
金
で
あ
る
。

問
国
と
県
の
割
合
を
問
う
。

答
補
助
金
と
し
て
は
事
業
費
の
８
割
。

そ
の
８
割
の
内
訳
は
、
県
が
90
％
、
市

が
10
％
で
あ
る
。

◇
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業

【
４
２
億
４
万
９
千
円
】

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
係
る
経
費

で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
寄
附
金
上
昇
の
要
因
は
何
か
。

答
返
礼
品
を
充
実
さ
せ
た
。
４
０
０
品

目
で
あ
っ
た
も
の
を
、
新
規
商
品
や
個

数
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
こ
と

で
５
５
０
品
目
に
し
た
。
ま
た
、リ
ピ
ー

タ
ー
を
増
や
す
た
め
に
、
事
業
者
が
同

梱
チ
ラ
シ
を
作
成
し
た
り
、Ｄ
Ｍ
も
活
用

し
た
。
他
に
も
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
が

10
社
で
あ
っ
た
も
の
が
12
社
に
な
っ
た

り
、
様
々
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

◇
飫
肥
城
由
緒
施
設
管
理
費

【
９
９
４
９
万
６
千
円
】

　
飫
肥
城
由
緒
施
設
等
の
管
理
運
営
に

係
る
経
費
で
す
。

◇
公
園
管
理
費

【
５
５
１
４
万
８
千
円
】

　
公
園
を
常
に
良
好
な
状
態
に
保
ち
、

市
民
に
快
適
な
空
間
と
休
息
の
場
を
提

供
す
る
と
共
に
、
公
園
施
設
の
維
持
補

修
を
行
い
、
公
園
利
用
者
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
た
め
の
経
費
で
す
。

【
審
査
の
内
容
】

問
ロ
ボ
ッ
ト
芝
刈
機
の
維
持
費
に
つ
い

て
問
う
。

答
刃
の
取
替
は
必
要
に
な
る
。
そ
の
他
、

月
に
１
０
０
０
円
程
度
の
電
気
代
は
発

生
す
る
。

問
ロ
ボ
ッ
ト
芝
刈
機
は
公
園
の
管
理
者

に
貸
与
し
て
い
る
の
か
。

答
貸
与
で
は
な
く
、
市
の
備
品
と
し
て

設
置
し
て
い
る
。

ロボット芝刈機
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〔小村寿太郎侯生誕170周年事業について、観光の推進について、地震津波 
　等対策について、日南市重点戦略プラン2025について、道路、河川、下
　水道事業等の整備について〕
〔災害備蓄について、下水道管について、公共交通機関について、買い物難
　民の支援について、空調設備について〕
〔水質の安全性について、油津港について、災害対策について]
〔環境について、危機管理について、祝い事について、商工について〕
〔防災・減災について、介護人材の確保について、子育て支援について、共
　助の柱について、地域活性化について 〕
〔市長の政治姿勢について、国道220号沿線地域の交通対策について、市の
　組織体制について、市職員等の心身の健康について、補助犬について〕
〔ＪＲ日南線問題について、行政経営プラン2025について、法人市民税納
　税義務者の状況について、大地震や津波対策について、小中学校に関する
　諸問題について、黒潮環境センターの受入日時について、南郷町地域振興
　センターの移転後について〕
〔市長の政治姿勢について、令和６年度の各種事業について、北郷温泉と関
　連事項について、改修工事等について、油津港の岸壁延伸について〕
〔市長の政治姿勢について、南郷大島魅力創生プロジェクト事業について、　
　カーブミラー設置について、風田浜のサーフィンスポットの環境整備につい
　て、上城霊園について、猪崎鼻の管理について、道の駅なんごうについて〕
〔市長の政治姿勢について、健康福祉について、密漁対策について〕
〔３歳未満保育料無償化について、ジェンダーギャップ解消とワークイノ
　ベーション推進の取組について、賃金上昇について、職員の研修につい
　て、備蓄米放出について、高齢者世帯について、避難所運営の自治体指針
　改定について、森林管理制度について、南郷大島魅力創生プロジェクト事
　業について〕
〔誰もがまちづくりに関わり活躍できるまちづくりについて、持続可能な大
　島について、安心をみんなでつくっていけるまちづくりについて、未来を
　創る教育について〕

〈登壇者と質問項目〉
1.

2.

3.
4.
5.

6.

7.

8.

9.

10.
11.

12.

中尾　貞美　議員

富土　洋一　議員

影山　逸郎　議員
平　　剛典　議員
黒部　俊泰　議員

前田　幸雄　議員

坂元　啓一　議員

柿原　聡子　議員

井福　秀子　議員

鈴村かずえ　議員
川口　和也　議員

北山みゆき　議員

　令和７年第２回定例会における「市政に対する一般質問」は、３月１０日、１１日、１２日の
３日間行われ、１２人が個人質問に立ち、多岐の内容にわたり市の方針をただしました。

※質問や答弁について、要旨だけではなく詳細をお知りになりたい方は、日南市議会事務局にて
 「日南市議会会議録」を閲覧することができます。
　また、日南市議会会議録は「日南市議会ホームページ」でも閲覧することができます。
　詳しくは、日南市議会事務局（電話：0987-31-1142）までお尋ねください。

以下、登壇順に質問と答弁の要旨を掲載しています。

市政を市政を 一 般 質 問問う！問う！
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問
吉
野
方
畦
之
丸
地
区
へ
の
防
災
ス

ピ
ー
カ
ー
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。 

答
防
災
ラ
ジ
オ
や
防
災
メ
ー
ル
、Ｌ
Ｉ 

Ｎ
Ｅ
等
の
活
用
に
よ
り
、
情
報
を
入
手 

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

道
路
、
河
川
、
下
水
道
事
業
等
の
整
備

に
つ
い
て 

問
畦
ノ
丸
橋
下
流
の
護
岸
損
傷
箇
所
の

早
期
復
旧
は
で
き
な
い
か
。

答
今
後
の
河
川
改
修
事
業
に
よ
り
護
岸

改
修
整
備
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問
内
の
迫
川
の
河
川
改
修
は
で
き
な
い

か
。 

答
新
た
な
整
備
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

き
た
い
。

 

災
害
用
備
蓄
率
に
つ
い
て

問
備
蓄
率
の
現
在
の
状
況
を
問
う
。 

答
水
・
食
料
・
毛
布
・
簡
易
ト
イ
レ
な

ど
の
11
品
目
は
、
目
標
数
を
確
保
し
て

い
る
。ま
た
、国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、

ト
イ
レ
カ
ー
を
２
台
導
入
す
る
。

 

簡
易
ベ
ッ
ド
・
テ
ン
ト
に
つ
い
て

問
簡
易
ベ
ッ
ド
・
テ
ン
ト
は
今
後
増
や

し
て
い
く
計
画
が
あ
る
の
か
問
う
。

答
一
個
の
サ
イ
ズ
が
大
き
く
、
備
蓄
倉

庫
の
確
保
に
も
課
題
が
あ
り
、
現
在
の

と
こ
ろ
増
や
す
考
え
は
な
い
。

 

下
水
道
管
の
破
損
等
に
つ
い
て

問
下
水
道
管
等
の
検
査
・
点
検
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

答
腐
食
す
る
恐
れ
の
大
き
い
下
水
道
管

は
、
５
年
に
１
回
マ
ン
ホ
ー
ル
内
部
及

び
蓋
の
点
検
、
マ
ン
ホ
ー
ル
内
部
か
ら

見
え
る
下
水
道
管
の
点
検
を
行
う
。

 
公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て

問
公
共
交
通
機
関
の
運
転
士
不
足
に
つ

い
て
問
う
。

答
個
人
に
対
す
る
「
運
転
士
確
保
奨
励

金
」
と
、
交
通
事
業
に
対
し
て
「
資
格

取
得
支
援
補
助
金
」
の
二
つ
の
制
度
を

創
設
し
、
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

問
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
今
後

小村寿太郎侯誕生之地の案内板 

公共下水道のマンホール

小
村
寿
太
郎
侯
生
誕
一
七
〇
周
年

                       

事
業
に
つ
い
て

中尾 貞美

自民党
令和の会

災
害
用
備
蓄
と
買
い
物
難
民
の

                   

支
援
に
つ
い
て 

富土 洋一

自民党
令和の会

 

小
村
寿
太
郎
侯
生
誕
一
七
〇
周
年
事
業

に
つ
い
て

問
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
展
開

す
る
の
か
。

答
周
年
を
契
機
に
、
意
義
深
い
取
組
と

な
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

観
光
の
推
進
に
つ
い
て

問
飫
肥
城
入
り
口
案
内
看
板
の
設
置
は
、

い
つ
頃
に
な
る
の
か
。 

答
道
路
管
理
者
の
日
南
土
木
事
務
所
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
令
和
７
年
度
中
の

設
置
に
向
け
て
、
予
算
要
求
し
て
い
る
。 

問
旧
飯
田
医
院
の
外
壁
外
観
の
修
復
計

画
は
な
い
か
。 

答
現
在
、
耐
震
改
修
工
事
に
向
け
て
調

査
検
討
中
。
結
果
を
受
け
て
、
耐
震
工

事
に
向
け
て
調
整
す
る
予
定
。 

問
道
の
駅
な
ん
ご
う
周
辺
整
備
に
つ
い

て
、
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
植
栽
地
を
市
が
買

い
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
老
木
化
へ
の
対
応
を
優
先
し
た
い
。  

 

地
震
津
波
等
対
策
に
つ
い
て 

問
以
前
議
会
で
、
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ

い
て
、
地
震
津
波
対
策
を
聞
い
た
が
、

ど
の
よ
う
に
修
正
し
た
の
か
。

答
防
災
行
政
無
線
管
理
委
託
業
者
と
協 

議
し
、
シ
ス
テ
ム
を
変
更
し
た
。     

の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

答
運
転
士
確
保
に
関
す
る
支
援
を
実
施

し
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
の
協
議
等
を

重
ね
て
、
拡
大
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

 

中
山
間
地
域
移
動
ス
ー
パ
ー
に
つ
い
て 

問
導
入
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
周
知
を
行
っ
た
か
問
う
。

答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
併
せ
て
、
広
報
誌

で
の
周
知
も
図
っ
て
い
く
。

問
今
後
の
導
入
支
援
に
つ
い
て
問
う
。 

答
市
内
で
営
業
す
る
ス
ー
パ
ー
に
も
、

市
か
ら
事
業
の
案
内
を
行
う
。
近
隣
に
店

舗
の
な
い
地
区
で
運
行
し
て
い
た
だ
け
る

ス
ー
パ
ー
や
事
業
者
に
対
し
て
、
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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再
造
林
に
つ
い
て

問
伐
採
か
ら
再
造
林
へ
と
計
画
的
に
進

ん
で
い
る
の
か
は
市
民
に
は
見
え
な
い

部
分
も
あ
り
、
不
安
の
声
を
聞
く
こ
と

が
あ
る
。
伐
採
後
、
再
造
林
も
順
調
な

の
か
問
う
。

答
森
林
経
営
計
画
の
未
設
定
の
森
林
で

は
、
植
林
が
進
ま
な
い
状
況
も
あ
る
が
、

森
林
経
営
計
画
を
定
め
て
い
る
森
林
に

お
い
て
は
、
伐
採
か
ら
植
林
ま
で
が
計

画
さ
れ
、
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

問
県
は
再
造
林
率
90
％
を
目
指
す
「
グ

リ
ー
ン
成
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を

立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
日
南
市
で

は
現
在
の
再
造
林
率
は
何
％
か
を
問
う
。

答
直
近
で
は
72
％
で
あ
る
。
県
・
市
・

関
係
事
業
者
で
連
携
し
、
森
林
経
営
計

画
の
未
設
定
の
森
林
所
有
者
に
対
し
て

も
、
再
造
林
の
啓
発
等
に
取
り
組
む
。  

 
成
人
式
に
つ
い
て

問
令
和
３
年
の
成
人
式
の
開
催
が
叶
わ

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
数
年
経
っ

た
今
で
も
、
熱
い
想
い
で
開
催
を
望
む

市
民
の
声
を
聞
く
が
、
若
い
方
達
の
想

い
を
叶
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
問
う
。 

答
当
時
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染 

拡
大
に
よ
り
、
式
典
を
執
り
行
う
こ
と

 

水
質
の
安
全
性
に
つ
い
て

問
有
機
フ
ッ
素
化
合
物（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）は
、

環
境
中
で
の
残
留
性
や
健
康
影
響
が
懸

念
さ
れ
、
全
国
で
も
暫
定
目
標
値
超
え

の
報
告
が
あ
り
、
県
内
に
お
い
て
も
新

田
原
基
地
や
西
都
市
の
河
川
で
基
準
値

を
超
え
た
数
値
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
水
源
で
も
基
準
値
以
内
で
あ
る

が
、
検
出
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
水
源

の
安
全
性
を
維
持
す
る
た
め
の
取
組
や

情
報
の
公
開
に
つ
い
て
伺
う
。

答
水
源
の
安
全
性
を
維
持
す
る
た
め
の

取
組
と
し
て
、
水
道
施
設
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
通
り
、
定
期
的
な
水
質
検
査

を
実
施
し
て
状
況
の
把
握
に
努
め
る
。 

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
に

含
ま
れ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ・Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
に
つ
い

て
は
、
令
和
７
年
度
も
水
質
検
査
を
す

る
計
画
と
し
て
い
る
。
ま
た
情
報
の
公

開
に
つ
い
て
は
、
検
査
結
果
一
覧
表
を

公
表
し
て
い
る
。

 

油
津
港
の
企
業
誘
致
の
強
み
に
つ
い
て

問
新
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
に
お
い

て
、
物
流
の
強
み
と
な
る
油
津
港
を
前

面
に
打
ち
出
し
た
誘
致
策
は
、
考
え
ら

れ
な
い
か
伺
う
。

答
新
工
業
団
地
は
、
東
九
州
自
動
車
道

の
日
南
東
郷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
近

く
に
位
置
し
、
油
津
港
と
も
容
易
に
ア

ク
セ
ス
可
能
で
、
本
市
に
お
け
る
総
合

交
通
網
の
強
み
を
発
揮
で
き
る
候
補
地

と
し
て
選
定
を
行
っ
た
。
企
業
誘
致
に

つ
い
て
も
油
津
港
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が

容
易
な
こ
と
や
、
優
遇
措
置
な
ど
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
き
た
。
油
津
港
の
活
用
は
、

課
題
と
な
る
ド
ラ
イ
バ
ー
問
題
や
、
貨

物
輸
送
を
環
境
負
荷
の
小
さ
い
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
へ
の
進
展
が
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
を
宣
言
す
る
本
市
に
と
っ
て
、
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
総
合
交
通

の
強
み
を
前
面
に
出
し
て
、
企
業
誘
致

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

が
で
き
ず
、
新
成
人
者
向
け
動
画
の
制

作
・
配
信
や
、
記
念
品
の
贈
呈
に
よ
り

祝
福
を
行
っ
た
。
式
典
開
催
の
再
検
討

は
考
え
て
い
な
い
。 

 

油
津
商
店
街
の
道
路
活
用
に
つ
い
て

問
商
店
街
内
を
活
用
し
、
事
前
登
録
を

前
提
に
、
い
つ
で
も
出
店
で
き
る
シ
ス

テ
ム
の
構
築
は
で
き
な
い
か
問
う
。

答
道
路
占
用
許
可
は
、
日
南
市
が
許
可

権
限
者
と
な
り
、
露
天
等
の
出
店
は
、

１
日
も
し
く
は
、
１
か
月
単
位
で
の
申

請
が
可
能
で
あ
る
。
道
路
使
用
許
可
は
、

日
南
警
察
署
が
許
可
権
限
者
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
公
益
性
の
観
点
か
ら
個
別

具
体
的
に
判
断
さ
れ
る
。

成人式の様子

水質の安全性   環境省のHPより

水
質
の
安
全
性
と
油
津
港
の

　
　
　
　 

企
業
誘
致
の
強
み

影山 逸郎

自民党
令和の会

未
来
の
た
め
に

　
　
計
画
的
な
事
業
投
資
を 

平　 剛典

自民党
令和の会
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道
の
駅
き
た
ご
う
に
つ
い
て 

問
重
点
戦
略
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
、
５
年

後
を
見
据
え
た
活
性
化
策
を
問
う
。 

答
新
鮮
な
農
林
水
産
物
や
特
産
品
な
ど

を
販
売
し
て
い
る
物
販
施
設
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
遊
具
を
備
え
た
公
園
等
が
あ

る
。
周
辺
に
は
桜
や
温
泉
な
ど
の
観
光

資
源
を
有
し
て
い
る
た
め
、
関
係
機
関

と
連
携
し
た
祭
り
の
開
催
や
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
、
既
存
の
情
報
発
信
ア
プ
リ
を
活

用
し
た
、
市
内
３
つ
の
道
の
駅
と
温
泉

の
魅
力
発
信
や
地
域
特
産
物
の
Ｐ
Ｒ
で
、

市
全
体
の
活
性
化
に
取
り
組
む
。

 

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
１
期
４
年
間
の
実
績
に
つ
い
て
、
特

に
力
を
入
れ
、
髙
橋
カ
ラ
ー
が
出
せ
た

事
業
は
、
何
か
を
問
う
。

答
前
半
は
入
札
制
度
の
見
直
し
、
令
和

５
年
度
か
ら
は
人
口
減
少
対
策
及
び
地

域
経
済
の
活
性
化
を
進
め
た
。
学
校
給

食
費
の
全
額
公
費
負
担
、
ま
た
、
新
工

業
団
地
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。 

問
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

答
人
口
減
少
対
策
と
地
域
経
済
の
活
性

化
は
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。
ま
た
防
災
、

福
祉
、
医
療
、
地
域
交
通
対
策
な
ど
さ

ら
に
強
化
し
て
い
く
。

 

国
道
２
２
０
号
沿
線
地
域
の
交
通
対
策

に
つ
い
て

問
沿
線
住
民
の
自
然
災
害
に
よ
る
国
道

の
交
通
止
め
に
対
す
る
対
策
を
問
う
。 

答
１
月
20
日
、
関
係
機
関
17
人
で
鵜
戸

地
区
の
小
吹
毛
井
林
道
を
起
点
と
し
、

東
郷
地
区
の
風
田
第
１
林
道
及
び
神
田

林
道
を
終
点
と
し
た
、
２
つ
の
ル
ー
ト

の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。 

 

市
の
組
織
体
制
に
つ
い
て

問
課
長
兼
務
の
部
長
を
廃
止
す
る
考
え

は
な
い
か
を
問
う
。

答
廃
止
す
る
考
え
は
な
い
。  

道の駅きたごうのインクルーシブ遊具

代替林道の２つのルートの調査風景

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

黒部 俊泰

公明党
日南市議団

で
き
な
い
で
は
な
く

　
　
　
　
で
き
る
方
向
性
を

前田 幸雄

公明党
日南市議団

 

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

問
埼
玉
県
八
潮
市
で
県
道
陥
没
事
故
が

発
生
し
、社
会
に
大
き
な
不
安
が
広
が
っ

て
い
る
。
下
水
道
管
の
一
般
的
な
耐
用

年
数
は
50
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
耐
用

年
数
を
超
え
た
距
離
等
を
問
う
。 

答
本
市
の
下
水
道
事
業
は
、
油
津
地
区

の
雨
水
対
策
を
ス
タ
ー
ト
に
、
昭
和
33

年
か
ら
着
手
し
て
い
る
。
耐
用
年
数
を

超
え
た
下
水
道
管
は
約
12
キ
ロ
あ
る
。 

問
園
田
の
下
水
道
ポ
ン
プ
場
正
面
の
市

道
が
深
さ
約
１
メ
ー
ト
ル
陥
没
し
、
そ

の
す
ぐ
横
の
場
所
で
も
同
様
に
陥
没
し

た
。
現
場
周
辺
に
は
側
溝
が
な
く
、
雨

水
は
市
道
の
小
さ
な
穴
か
ら
下
水
道
管

に
合
流
し
、
汚
水
と
一
緒
に
下
水
道
ポ

ン
プ
場
を
通
り
、
終
末
処
理
場
ま
で
流

れ
る
。
記
録
的
豪
雨
が
増
加
し
た
近
年

は
、
下
水
道
ポ
ン
プ
場
に
も
下
水
道
管

に
も
負
担
が
増
し
て
い
る
と
思
う
。
ど

の
よ
う
な
対
策
を
打
つ
の
か
。 

答
下
水
道
管
に
は
何
も
問
題
は
な
い
と

の
見
解
に
至
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
抜

本
的
に
は
、
両
側
に
み
ぞ
形
の
側
溝
を

整
備
す
べ
き
と
思
う
。
油
津
地
区
で
も

要
望
箇
所
が
多
い
の
で
、
優
先
順
位
を

図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

市
職
員
の
心
身
の
健
康
に
つ
い
て

問
本
年
３
月
１
日
現
在
の
病
気
休
暇
中

の
職
員
数
を
問
う
。

答
30
日
を
超
え
る
精
神
及
び
行
動
の
障

害
が
５
人
、
そ
の
他
の
疾
患
が
３
人
と

な
っ
て
い
る
。 

 

補
助
犬
に
つ
い
て

問
ど
の
よ
う
な
犬
種
か
問
う
。

答
目
や
耳
、
手
足
に
障
が
い
の
あ
る
方

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
盲
導
犬
、
介
助
犬
、

聴
導
犬
で
あ
る
。

問
小
中
学
校
で
の
補
助
犬
学
習
は
で
き

な
い
か
問
う
。

答
体
験
学
習
の
場
を
働
き
か
け
、
拡
大

と
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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加
工
場
の
設
置
に
つ
い
て

問
年
始
の
賀
詞
交
換
会
で
加
工
場
の
構

想
に
積
極
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。
具

体
的
な
構
想
が
あ
る
の
か
問
う
。

答
第
一
次
産
業
の
強
み
が
発
揮
で
き
る

食
品
加
工
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
誘
致

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
事
業
に
つ
い
て

問
今
回
の
鵜
戸
神
宮
で
行
わ
れ
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
推
進
事
業
は
素
晴
ら
し
い
演

出
に
も
関
わ
ら
ず
、
参
加
者
が
少
な
く

残
念
だ
っ
た
。
こ
れ
で
終
わ
る
こ
と
な

く
改
善
し
、
続
け
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、

今
後
の
取
組
方
法
に
つ
い
て
問
う
。 

答
本
事
業
の
実
績
を
基
に
、
十
分
な
分

析
を
行
い
、
商
品
開
発
を
視
野
に
入
れ

た
、
効
果
的
な
セ
ー
ル
ス
や
Ｐ
Ｒ
方
法

に
努
め
て
い
き
た
い
。 

 
北
郷
温
泉
と
関
連
事
項
に
つ
い
て

問
サ
ン
チ
ェ
リ
ー
き
た
ご
う
の
２
階
部

分
は
、
現
在
封
鎖
さ
れ
使
え
な
く
な
っ

て
い
る
。「
休
憩
場
所
が
ほ
し
い
」
と
の

市
民
の
声
も
あ
る
が
、
今
後
の
利
活
用

に
つ
い
て
問
う
。

答
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
効
果
的
な
活
用
方
法

を
研
究
し
て
い
く
。 

 

Ｊ
Ｒ
日
南
線
問
題
に
つ
い
て

問
１
月
４
日
の
Ｊ
Ｒ
九
州
の
古
宮
社
長 

の
発
言
を
ど
う
受
け
取
っ
た
か
。

答
古
宮
社
長
の
発
言
は
「
必
要
で
あ
れ

ば
日
常
利
用
で
使
っ
て
ほ
し
い
」「
ど
う

い
う
交
通
体
系
が
、
地
域
に
と
っ
て
ふ

さ
わ
し
い
の
か
考
え
て
頂
き
た
い
」
で

あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。Ｊ
Ｒ
九
州
が

日
南
線
の
「
油
津
〜
志
布
志
」
間
に
つ

い
て
、「
将
来
の
地
域
公
共
交
通
の
あ
り

方
に
つ
い
て
議
論
し
た
い
」
と
い
う
意

向
を
お
持
ち
で
あ
る
と
は
承
知
し
て
い

る
が
、
そ
の
議
論
に
当
た
っ
て
は
、
私

た
ち
地
元
の
意
向
を
十
分
に
尊
重
し
て

頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
Ｊ
Ｒ
指
宿
枕
崎
線
の
在
り
方
検
討
会

議
に
つ
い
て
、
協
議
と
検
討
会
議
の
違

い
は
。

答
「
協
議
」
は
特
定
の
課
題
等
に
つ
い

て
合
意
や
決
定
を
目
指
し
て
話
し
合
う

こ
と
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、「
検
討
会
議
」

は
特
定
の
テ
ー
マ
や
議
題
に
つ
い
て
検

討
や
分
析
を
行
う
会
議
を
行
う
こ
と
と

認
識
し
て
い
る
。
な
お
、
指
宿
枕
崎
線

の
在
り
方
検
討
会
議
で
は
、「
鉄
道
が
沿

線
に
も
た
ら
す
経
済
的
価
値
の
調
査
」

や
、「
利
活
用
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
基     

に
し
た
実
証
事
業
」
の
実
施
な
ど
、
鉄

道
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
検
討
さ

れ
て
い
る
。

 

行
政
経
営
プ
ラ
ン
２
０
２
５
に
つ
い
て

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
数
値
目
標
が
毎
年

増
え
て
い
る
根
拠
は
。

答
６
年
度
の
寄
附
金
額
が
、
設
定
し
た

目
標
額
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
た
た
め
、
11
年
度
の
寄
附
金
額
を

百
億
円
と
す
る
新
た
な
数
値
目
標
を
設

定
し
た
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
、
新
商
品
の
開
発
や
事
業
者
の
開
拓
、

販
売
促
進
の
強
化
を
は
じ
め
、
更
な
る

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
魅
力

の
発
信
な
ど
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

問
北
郷
温
泉
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
と
温
泉

施
設
と
の
相
乗
効
果
を
図
る
た
め
、
何

か
取
組
を
し
て
い
る
の
か
問
う
。 

答
団
体
主
体
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
活
動
を
尊
重
し
、
協
力
で
き

る
範
囲
で
支
援
し
て
い
き
た
い
。 

 

多
目
的
体
育
館
裏
倉
庫
隣
接
の
ト
イ
レ

改
修
に
つ
い
て

問
多
目
的
ト
イ
レ
の
流
れ
が
悪
い
が
、

未
だ
改
修
さ
れ
て
い
な
い
理
由
を
問
う
。 

答
６
年
度
は
、
男
女
の
ト
イ
レ
を
和
式

か
ら
洋
式
へ
改
修
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
た
。
多
目
的
ト
イ
レ
は
当
初
か

ら
洋
式
に
な
っ
て
い
た
が
、
流
れ
が
悪

い
と
の
こ
と
で
バ
ル
ブ
取
替
は
行
っ
た
。

インバウンド推進事業
～演目舞台セッティング中～

JR日南線のアニメコラボ列車

バ
タ
フ
ラ
イ
エ
フ
ェ
ク
ト
が

 
　
　
　
　
聴
こ
え
て
く
る
⁉

坂元 啓一
無会派

素
晴
ら
し
い
資
源
を
活
か
し

　
　
　    

日
南
市
の
強
み
へ

柿原 聡子

無会派
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サ
ー
フ
ァ
ー
が
訪
れ
て
い
る
た
め
、
ト

イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー
等
の
環
境
整
備
を
行

う
考
え
は
な
い
か
。

答
県
の
管
理
区
域
で
あ
る
た
め
、
引
き

続
き
県
に
対
し
整
備
を
要
望
し
て
い
く
。 

 

猪
崎
鼻
の
管
理
に
つ
い
て

問
猪
崎
鼻
の
管
理
は
ど
こ
が
管
理
し
、

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
の
か
。 

ま
た
、

木
製
の
展
望
台
が
古
く
て
、
危
険
な
た

め
、
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
市
で
管
理
を
し
、
観
光
協
会
に
草
刈

り
等
の
環
境
整
備
を
委
託
し
て
い
る
。 

展
望
台
に
つ
い
て
は
定
期
的
に
巡
回
し
、

軽
微
な
も
の
は
そ
の
都
度
修
繕
し
対
応

し
て
い
る
。

 

新
工
業
団
地
に
つ
い
て

問
市
内
企
業
が
人
材
確
保
に
苦
慮
す
る

中
で
、
新
た
な
立
地
企
業
へ
の
人
材
流

出
に
不
安
の
声
が
あ
る
が
ど
う
か
。 

答
地
域
内
で
の
人
材
の
奪
い
合
い
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
努
め
る
。
人
材
確
保

に
つ
い
て
は
、
移
住
施
策
や
、
高
速
道

路
を
利
用
し
た
市
外
通
勤
者
を
確
保
す

る
支
援
策
を
検
討
す
る
。

問
工
業
団
地
を
整
備
し
て
企
業
が
来
れ

ば
、
人
口
が
増
え
る
と
思
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
が
、
整
備
背
景
や
市
長
の

ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

答
整
備
に
よ
り
新
た
な
産
業
が
生
ま
れ
、

地
域
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
、
地
元

企
業
が
成
長
す
る
こ
と
で
地
域
全
体
の

経
済
効
果
が
高
め
ら
れ
る
。
多
く
の
雇

用
が
生
ま
れ
、
若
者
が
定
住
し
、
人
口

減
少
の
抑
制
に
繋
が
る
と
考
え
る
。 

 
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
に
つ
い
て

問
健
康
維
持
の
た
め
に
20
年
以
上
設
置

し
て
い
た
機
器
全
て
の
撤
去
を
決
め
る

前
に
、
利
用
者
の
声
は
聞
い
た
の
か
。 

答
聞
き
取
り
な
ど
は
し
て
い
な
い
。 

問
利
用
の
多
か
っ
た
箇
所
だ
け
で
も
新

た
な
機
器
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。 

答
市
民
か
ら
そ
の
よ
う
な
声
は
な
い
。     

猪崎鼻から見た大島

県内の売り出し中・整備予定の工業団地

南
郷
大
島
魅
力
創
生

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て 

井福 秀子
無会派

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
日
南
市
へ

鈴村 かずえ

自由民主党
日南市議団

 

南
郷
大
島
魅
力
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
に
つ
い
て

問
大
島
の
貴
重
な
生
物
の
保
護
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答
実
施
主
体
事
業
者
に
お
い
て
自
然
公

園
法
に
基
づ
き
、
適
切
な
環
境
保
護
対

策
を
講
じ
て
整
備
を
行
わ
れ
る
と
伺
っ

て
い
る
。

問
除
草
剤
や
農
薬
の
使
用
に
よ
り
海
水
、

海
洋
生
成
物
に
影
響
が
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
現
時
点
で
の
農
作
物
栽
培
計
画
等
は

な
い
た
め
、
海
水
へ
の
影
響
は
想
定
し

て
い
な
い
が
、
敷
地
内
の
除
草
剤
等
の

使
用
に
つ
い
て
も
自
然
環
境
に
配
慮
す

る
よ
う
実
施
主
体
と
協
議
し
て
い
く
。 

 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
に
つ
い
て

問
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
の
要
望
に
対
し
、

４
年
後
く
ら
い
で
18
番
目
と
の
こ
と
だ

が
、
設
置
を
早
く
で
き
な
い
か
。

答
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、
交
通
安
全
施
設

整
備
事
業
で
年
に
２
〜
４
基
設
置
し
て

い
る
。
現
在
市
内
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設

置
の
必
要
な
箇
所
が
18
箇
所
あ
る
た
め
、

要
望
箇
所
は
４
年
後
の
予
定
。 

 

サ
ー
フ
ィ
ン
ス
ポ
ッ
ト
整
備
に
つ
い
て 

問
風
田
の
浜
に
は
、
県
外
か
ら
多
く
の

 

密
漁
対
策
に
つ
い
て

問
伊
勢
海
老
の
密
漁
が
続
い
て
い
る
が
、

県
全
体
の
取
り
締
ま
り
強
化
や
、
啓
発

の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

答
県
南
部
地
区
密
漁
防
止
対
策
協
議
会

に
お
い
て
、
啓
発
看
板
の
設
置
や
広
報

活
動
、
年
に
２
回
の
管
内
漁
港
を
夜
間

巡
回
す
る
な
ど
行
っ
て
い
る
。

問
密
漁
者
か
ら
買
わ
な
い
な
ど
の
買
う

側
の
啓
発
や
、
モ
ラ
ル
向
上
も
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答
違
法
に
採
捕
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
な

が
ら
取
引
を
行
っ
た
場
合
は
罰
則
が
あ

る
。
罰
則
の
周
知
を
図
り
、
密
漁
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
巨
額
を
投
入
す
る
事
業
は
、
市
民
や

議
会
が
十
分
検
討
す
る
期
間
や
機
会
を

設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
緊
急
性
や
機
密
性
を
要
す
る
難
し
い

ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、市
民
の
立
場
に
立
っ

た
丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
た
い
。

 

持
続
可
能
な
大
島
に
つ
い
て

問
南
郷
大
島
魅
力
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
は
、
市
民
へ
の
説
明
会
で
要

望
や
意
見
に
ど
の
よ
う
に
応
え
る
の
か
。 

答
国
の
交
付
金
決
定
内
示
後
に
、
説
明

会
を
開
催
す
る
。
市
民
か
ら
の
期
待
や

懸
念
等
の
意
見
を
丁
寧
に
受
け
止
め
、

対
応
を
検
討
す
る
な
ど
、
今
後
の
取
組

へ
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
あ
け
ぼ
の
３
や
島
内
の
施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
は
図
れ
な
い
か
。

答
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
む
け
た
環
境
整
備

に
は
大
規
模
な
改
修
が
必
要
で
あ
る
。

多
く
の
方
に
来
訪
い
た
だ
け
る
環
境
整

備
に
つ
い
て
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

 

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
自
主
避
難
等
も
踏
ま
え
た
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
で
き
な
い
か
。 

答
自
主
避
難
の
場
合
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
防
災
士
等
の
協
力
を
得
て
、
地
域     

 

３
歳
未
満
保
育
料
無
償
化
に
つ
い
て 

問
３
歳
未
満
の
保
育
料
は
、
保
育
所
等

を
利
用
す
る
最
年
長
の
子
ど
も
を
第
１

子
と
カ
ウ
ン
ト
し
て
、
０
歳
か
ら
２
歳

ま
で
の
第
２
子
は
半
額
、
第
３
子
以
降

は
無
償
で
あ
る
。
３
歳
未
満
の
保
育
料

の
無
償
化
に
必
要
な
財
源
額
は
い
く
ら

か
を
伺
う
。

答
無
償
化
に
必
要
な
財
源
額
は
約
１
億

円
を
見
込
ん
で
い
る
。 

 

賃
金
上
昇
に
つ
い
て

問
23
年
の
全
国
平
均
賃
上
げ
は
１
万
５

６
０
円
、
24
年
が
１
万
５
２
８
１
円
で

あ
る
。
宮
崎
県
に
お
い
て
は
、
23
年
が

７
６
７
９
円
、
24
年
が
９
８
０
８
円
で
、

賃
金
上
昇
が
高
水
準
に
推
移
し
て
い
る
。

こ
の
状
況
に
対
す
る
市
長
の
所
感
を
伺

う
。

答
労
働
者
の
立
場
に
お
い
て
は
、
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
事
業
所
の
立

場
に
お
い
て
は
、
賃
上
げ
の
必
要
が
生

じ
て
お
り
、
雇
用
確
保
の
観
点
か
ら
も

苦
慮
さ
れ
て
い
る
。 

 

指
定
管
理
料
の
算
定
に
つ
い
て 

問
指
定
管
理
期
間
は
、
３
年
か
ら
５
年
。

急
激
な
賃
金
上
昇
が
あ
る
場
合
は
、
指

定
期
間
内
に
指
定
管
理
料
の
変
更
が
必     

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
基
本
協
定
で
指
定
管
理
者
は
、
指
定

管
理
料
の
変
更
を
申
し
出
る
こ
と
が
で

き
、
市
と
の
間
で
変
更
金
額
等
に
協
議

を
行
う
。
現
在
、
１
社
と
協
議
を
行
い

変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。 

 

南
郷
大
島
魅
力
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
に
つ
い
て 

問
建
設
中
の
汚
濁
水
及
び
、
完
成
後
の

雨
水
に
よ
る
環
境
保
全
へ
の
市
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

答
大
島
の
自
然
環
境
が
損
な
わ
れ
な
い

よ
う
、
市
も
実
施
主
体
業
者
と
協
議
を

し
て
い
く
。

の
方
々
と
考
え
て
い
き
た
い
。

 

未
来
を
つ
く
る
教
育
に
つ
い
て

問
障
が
い
者
教
育
の
推
進
は
で
き
な
い

か
。

答
福
祉
教
育
は
、
全
学
校
で
の
実
施
を

目
指
し
、
多
く
の
分
野
の
福
祉
体
験
学

習
が
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。 

問
文
科
省
委
託
の
「
不
登
校
要
因
調
査

研
究
結
果
」
へ
の
所
見
を
伺
う
。

答
教
員
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
の
認
識

に
差
が
み
ら
れ
る
項
目
が
あ
る
こ
と
は
、

確
認
し
て
い
る
。
不
登
校
の
要
因
が
一

つ
に
限
定
で
き
な
い
場
合
が
多
く
、
多

様
な
観
点
で
実
態
を
把
握
し
、
一
人
一

人
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
し
て
い
く
。大島への入り口となるあけぼの３乗り場 

大島とあけぼの３

３
歳
未
満
児
保
育
料
無
償
化
に

　
　
　
　
　
　

  

１
億
円
が
必
要

川口 和也
立憲民主の会 

市
民
に
寄
り
添
っ
た

　
　
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

北山 みゆき

立憲民主の会
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※令和７年第２回定例会の審議結果を掲載しております。
【令和６年度関係議案】

報 告 第 2 号 
報 告 第３号
議 案 第３号
議 案 第４号
議 案 第５号
議 案 第６号
議 案 第 7 号
議 案 第 8 号
議 案 第 9 号
議案第10号
議案第11号
議案第12号
議案第13号
議案第14号
議案第15号
議案第16号
議案第17号
議案第18号
議案第19号

議案第21号
議案第22号
議案第23号
諮 問 第１号
議員提出議案第９号 

終了
終了

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決

棄却すべきと答申
原案可決

－
－

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決

棄却すべきと答申
－

専決処分の報告について
専決処分の報告について
令和６年度日南市一般会計補正予算（第１２号） 
令和６年度日南市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
令和６年度日南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）
令和６年度日南市介護保険特別会計補正予算（第４号）
令和６年度日南市病院事業会計補正予算（第４号） 
令和６年度日南市簡易水道特別会計補正予算（第１号） 
令和６年度日南市公共下水道事業会計補正予算（第６号） 
令和６年度日南市特定環境保全公共下水道事業会計補正予算（第４号）
令和６年度日南市漁業集落排水事業会計補正予算（第２号）
令和６年度日南市公設合併処理浄化槽事業会計補正予算（第５号）
令和６年度日南市水道事業会計補正予算（第３号） 
日南市重点戦略プラン２０２５について 
辺地に係る総合整備計画（酒谷７区辺地）の策定について
日南市職員の退職管理に関する条例
日南市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 
日南市重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部を改正する条例
日南市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 
日南市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例
日南市土地開発基金条例の一部を改正する条例
日南市山村定住住宅の設置、管理及び譲渡に関する条例の一部を改正する条例
財産の減額譲渡について
督促処分への審査請求に係る諮問について
日南市議会議員定数条例の一部を改正する条例  

番　号 議　　　　　　　案　　　　　　　名 審 議 結 果
委員会 本会議

議案第20号 原案可決 原案可決

【令和７年度関係議案】 

議案第２４号
議案第２５号
議案第２6号
議案第２7号
議案第２8号
議案第２9号
議案第30号
議案第31号
議案第32号

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

令和７年度日南市一般会計予算
令和７年度日南市国民健康保険特別会計予算
令和７年度日南市後期高齢者医療特別会計予算
令和７年度日南市介護保険特別会計予算
令和７年度日南市病院事業会計予算
令和７年度日南市簡易水道特別会計予算
令和７年度日南市公共下水道事業会計予算
令和７年度日南市特定環境保全公共下水道事業会計予算
令和７年度日南市漁業集落排水事業会計予算

番　号 議　　　　　　　案　　　　　　　名 審 議 結 果
委員会 本会議
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賛否の分かれた議案等における、議員ごとの賛否結果は以下のとおりです。
なお、表中の記号は次のとおりです。（ ◯＝賛成　×＝反対　退＝退席　議＝議長 ）

注）議長は採決には加わりません。

原案可決 原案可決議案第3号 令和６年度日南市一般会計補正予算（第12号）

井

福

秀

子

中

尾

貞

美

安

竹

　

博

坂

元

啓

一

濱

中

武

紀

前

田

幸

雄

川

口

和

也

山

田

　

一

黒

部

俊

泰

谷

口

慎

二

北
川
浩
一
郎

小

玉

弘

明

富

土

洋

一

柿

原

聡

子

鈴
村
か
ず
え

平

　

剛

典

影

山

逸

郎

× ○ ○× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ×○

原案可決 原案可決議案第２４号 令和７年度日南市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○○

北
山
み
ゆ
き

委

員

会

審
査
結
果

議

案

名

採
決
結
果

議
案
番
号

議会はインターネットでもご視聴いただけます！議会はインターネットでもご視聴いただけます！
本会議のようすは、生中継しています。また、過去の映像はインターネットで録
画配信しています。下記のＵＲＬ、ＱＲコード、日南市議会ホームページからアク
セスしてください。　https://www.nichinan-city.stream.jfit.co.jp/

【令和７年度関係議案】 

議案第３３号 
議案第３４号

議案第３６号 
議案第３７号
議案第３８号 
議案第３９号
議案第４０号 
議案第４１号 
議案第４２号
議案第４３号
議案第４４号
議案第４５号
議案第４６号
議案第４７号
議案第４８号
議案第４９号
議案第５０号
請 願 第１号

議案第５２号
議員提出議案第１０号 

原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案同意
継続審査

原案可決
原案可決 

原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
― 

継続審査

原案可決 
－

令和７年度日南市公設合併処理浄化槽事業会計予算 
令和７年度日南市水道事業会計予算 
日南市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例等の一部
を改正する条例 
日南市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
日南市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
日南市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
日南市水道局企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改正する条例
日南市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
日南市廃棄物の適正処理、減量化、資源化等に関する条例の一部を改正する条例
日南市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
日南市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例
日南市学校給食共同調理場設置条例の一部を改正する条例
日南市立酒谷コミュニティセンター条例の一部を改正する条例 
日南市公園条例の一部を改正する条例
日南市林間休養施設条例の一部を改正する条例
日南市観光施設条例の一部を改正する条例
日南市蜂之巣公園条例の一部を改正する条例
日南市監査委員の選任について
吾田地区に図書館を設置してほしいに関する請願
令和５年公共災第１５９号伊比井富土線道路災害復旧工事の請負契約の一部変
更について
南郷町地域振興センター建設事業建築主体工事の請負契約の締結について
日南市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例 

番　号 議　　　　　　　案　　　　　　　名 審 議 結 果
委員会 本会議

議案第３５号

議案第５１号

原案可決 原案可決

原案可決 原案可決
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にちなん　議会だより　第65号

　

令
和
７
年
度
に
入
り
広
報
広
聴
委
員
会
も
メ
ン

バ
ー
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
委
員
長
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の

皆
様
に
議
会
情
報
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
た
い
！

皆
様
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
た
い
！
議
員
全
員

の
そ
の
よ
う
な
思
い
を
実
行
し
て
い
く
の
が
本
委

員
会
の
役
割
で
す
。

　

年
に
４
回
発
行
す
る
議
会
だ
よ
り
も
、
今
回
65

号
目
に
な
り
ま
す
。
よ
り
見
や
す
く
、
伝
わ
り
や

す
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
市
民
の
皆
様
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
誌
面
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

前
号
の
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
は
、
日
南
市
内
の

獅
子
舞
の
写
真
を
議
員
が
撮
影
し
た
も
の
や
、
市

民
の
方
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
も
の
で
構
成
し
ま

し
た
。
関
係
者
の
方
か
ら
喜
び
の
声
を
い
た
だ

き
、
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
一
歩
を
積
み
重
ね
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

３
月
議
会
で
は
議
員
定
数
を
２
人
削
減
す
る
条

例
改
正
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
次
の
選
挙
か
ら
議

員
定
数
が
17
人
に
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
選

ば
れ
た
議
員
の
仕
事
ぶ
り
を
し
っ
か
り
と
見
て
い

た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
日
南
市
の
た
め
に
選
挙
で

選
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
任
期
は
２
年
を
切
り
ま
し
た
が
、
ど

う
ぞ
議
会
だ
よ
り
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
記
）
鈴
村　
か
ず
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
広
報
広
聴
委
員
会
】

委
員
長　
　
鈴
村　
か
ず
え

副
委
員
長　
北
山　
み
ゆ
き

委
員　
　
　
影
山　
逸
郎　

柿
原　
聡
子　

小
玉　
弘
明　

前
田　
幸
雄　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
　
集
　
後
　
記

編
　
集
　
後
　
記

文字をより読みやすく、伝わりやすくするユニバーサルデザインフォントを一部使用しています。

市民の声を反映させるための提言書について
　日南市議会は、各常任委員会で「人口減少
対策」や「誰もが暮らしやすい日南市」、
「高速道路を活かした産業振興、産業と観光
の振興」などを重点テーマとして、関係自治
体の視察や市民団体との意見交換を通じて見
識を深め、市民の意見を反映する施策の検討
を行いました。さらに、議会報告会を開催
し、市政に対する市民の声を伺いながら、政
策に活かすための提言書を作成し、2月20日
に市長へ手渡しました。今後は、この提言に
対する取組状況や進捗等を１年ごとに市より
報告を受け、その内容を議会全体で十分に確
認しながら、関連議案等の審議を進めていき
ます。

トピックストピックス（2月から4月：抜粋）議　会　日　誌議　会　日　誌
【２月】
13日　議会運営委員会、全員協議会
20日　本会議(第２回定例会開会)、全員協議会、予算
　　　審査特別委員会全体会議、委員会審査(現年度
　　　分)、市への提言書提出
25日　予算審査特別委員会全体会議、本会議（現年度
　　　議案採決）、日南市重点戦略プラン審査特別委
　　　員会
27日　本会議（日南市重点戦略プラン採決、新年度提
　　　案）、全員協議会、会派代表者会議、各常任委員
　　　会、広報広聴委員会
28日　本会議（質疑）予算審査特別委員会全体会議

【3月】
10日　本会議（一般質問）、議会運営委員会
11日　本会議（一般質問）、議会改革推進特別委員会、
　　　総合交通・産業活性化対策特別委員会
12日　本会議（一般質問）
13日　委員会審査
14日　委員会審査
18日　議会改革推進特別委員会
19日　広報広聴委員会
21日　予算審査特別委員会全体会議、全員協議会、本
　　　会議（採決・閉会）、 全員協議会

【4月】
3日　広報広聴委員会 

行政視察  日南市来訪行政視察  日南市来訪
２月４日  埼玉県三郷市議会
　　 ６日  長崎県長崎市議会

令和７年６月定例会　開催予定令和７年６月定例会　開催予定
○ ６月２４日（火） 　本会議（開会）
○ ６月２５日（水）    本会議（質疑）
○ ７月３日（木）・4日（金）・７日（月）　本会議（一般質問）
本会議の傍聴をご希望の方は、議会開催日に、庁舎本館３階の傍聴者受付までお越しください。

○ ７月８日（火）～１０日（木）　委員会審査
○ ７月１１日（金）　本会議（閉会） 
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